
◆申込から受講までの流れ

◆お問合せ

◆開講期間

◆募集要項

◆講座の狙い

【受講対象】 植物工場に参入を希望している組織・個人などの、新人や未経験者・既に運営されている方の
知識習得など、幅広い参加者を想定しています。どなたでも参加できます。

【受講場所】 千葉大学環境健康フィールド科学センター 植物工場研修棟A棟1階 研修室
【受講費用】 ●一 般 27,500円/人 ※消費税、教材費込

●植物工場研究会会員 22,000円/人（消費税、教材費込）
【募集人数】 30名程度
【コーディネータ】丸尾 達(植物工場研究会/千葉大学名誉教授)

フードテック事業の中核として注目されている人工光型植物工場ですが、安定的な利益を出すことが困難であると思い込んでいる方も多いの
が現状です。そこで、どこが問題の本質なのか?何が問題で何から取り組むことが、安定的な利益を出すための最善の対策であるのかについて
理解することが最も重要です。本研修では、培養液浄化システムや専用品種の重要性など最新の技術を含めて基礎から応用まで具体策も含
めて講義し、将来それぞれの機関で中核的人材になる素地を習得して頂きます。

フードテックビジネスの新展開
-今すぐ利益を出せる人工光型植物工場-
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植物工場をこれから始める方や既に植物工場を運営されているが、安定的な利益を出せていない方の為の研修です。
人工光型植物工場に特化して基礎的知識や問題の確実な解決方法を学習します。新規に取り組む方や事業見直をされる方にお勧めします。

2026年8月26日(水)  1日間 12:00 受付開始
<人工光型植物工場＞

※講義の課題や日程、講師等の詳細スケジュールは今後多少変更の可能性があります。詳細は講義初日に配布いたします。

【申込方法】 植物工場研究会ホームページの申込専用フォームからお申込みください。
＊ご登録のメールアドレスに、「申込受付完了」メールが自動送信されます。

メールが届かない場合は問合せ先へご連絡ください。
【受講確定】 Web申込受付後、「内定通知」メールを送信致します。

記載された期限(約1週間)内に、記載の銀行口座へ受講料をお振込みください。
入金確認後に「受講確定」をご連絡します。
なお、一度納入された受講料は払戻できませんので予めご了承ください。

【募集期間】 2026年8月25日(火)＊定員に達し次第締切＊
＊定員に達し次第締切（申込状況により募集期間中に締切ることがございます。）

Ⅲ (15:50～16:50）Ⅱ（14:10～15:40）Ⅰ（12:30～14:00）

Q & A
どうしたら利益を出せるか利益を出せない根本原因受付

12:00～水8/26 培養液浄化システムチップバーン・アレロパシー

特定非営利活動法人植物工場研究会（担当:戸井,古川）
〒277-0882 千葉県柏市柏の葉6-2-1 千葉大学 環境健康フィールド科学センター
E-mail : kensyu@npoplantfactory.org Tel & Fax: 04-7137-8307

農林水産省 令和7年度スマートグリーンハウス展開推進に係る研修
【特定非営利活動法人植物工場研究会・千葉大学 主催、一般社団法人日本施設園芸協会 共催】


